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一
九
四
四
年
九
月

一
二
月

貪
欲
な
る
〈
生
〉

書
く
こ
と
へ
の
執
着
／
長
原
し
の
ぶ

一
九
四
四
年
後
半
に
太
宰
治
が
発
表
し
た
作
品
は
「
貧
の
意
地
」（「
文
藝
世
紀
」
九
月
）、「
人
魚
の
海
」

（「
新
潮
」
一
〇
月
）、『
津
軽
』（
小
山
書
店

一
一
月
）、「
女
賊
」（「
月
刊
東
北
」
一
一
月
）
で
あ
る
。

「
二
、
三
ケ
月
中
に
、「
津
軽
」
と
「
雲
雀
の
声
」
が
小
山
書
店
か
ら
、「
新
釈
諸
国
噺
」
が
生
活
社
か
ら

出
る
。
そ
ろ
そ
ろ
魯
迅
に
取
り
か
か
る
。」（
一
九
四
四
・
八
・
二
九

堤
重
久
宛
書
簡
）
か
ら
窺
え
る
よ

う
に
『
津
軽
』
を
皮
切
り
に
三
冊
の
著
書
刊
行
と
『
惜
別
』（
一
九
四
五
・
九
、
朝
日
新
聞
社
）
に
繋
が
る

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

紅
野
謙
介
は
太
平
洋
戦
争
期
に
刊
行
さ
れ
た
太
宰
の
小
説
集
の
多
さ
に
着
目
し
、「
戦
争
に
対
す
る
全
面

的
な
肯
定
も
な
け
れ
ば
、
反
戦
の
思
想
も
な
い
。
あ
る
の
は
、
古
今
東
西
の
さ
ま
ざ
ま
な
古
典
や
説
話
、

翻
訳
文
学
を
も
と
に
し
た
ア
レ
ン
ジ
で
あ
り
、
人
間
に
対
す
る
諷
刺
と
批
評
に
満
ち
た
洞
察
と
励
ま
し
、

機
智
に
富
ん
だ
卓
越
し
た
語
り
で
あ
る
。
出
版
社
も
読
者
も
、
情
報
統
制
に
よ
っ
て
表
現
が
一
元
化
さ
れ

る
な
か
で
、
む
し
ろ
こ
う
し
た
太
宰
治
の
小
説
群
を
喜
ん
で
受
け
入
れ
た
。」（
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
戦
争
と
文

学
別
巻
『〈
戦
争
と
文
学
〉
案
内
』）
と
分
析
す
る
。
太
宰
作
品
が
世
の
中
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と

は
「
佳
日
」（「
改
造
」
一
九
四
四
・
一
）
が
九
月
に
「
四
つ
の
結
婚
」（
青
柳
信
雄
監
督

東
宝
）
と
し
て

映
画
化
さ
れ
、
一
二
月
に
同
名
作
品
が
江
東
劇
場
で
上
演
（
水
谷
八
重
子
一
座
）
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
窺

え
る
だ
ろ
う
。

そ
の
一
方
で
、
当
時
の
文
学
者
の
多
く
は
何
ら
か
の
形
で
戦
争
を
支
持
す
る
国
策
に
取
り
込
ま
れ
て
い

た
。
一
九
三
九
年
七
月
に
施
行
さ
れ
た
「
国
民
徴
用
令
」
に
よ
っ
て
「
多
数
の
文
化
人
、
文
学
者
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
た
ち
が
陸
海
軍
の
報
道
班
員
と
し
て
「
徴
用
」
さ
れ
」、「
現
地
に
あ
っ
て
、
あ
る
い
は
任
務
を

お
え
て
の
帰
還
後
、
そ
れ
ら
の
現
地
で
の
体
験
・
見
聞
を
も
と
に
エ
ッ
セ
イ
や
紀
行
文
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
、

小
説
や
評
論
、
死
な
ど
を
新
聞
や
雑
誌
に
発
表
し
単
行
本
と
し
た
」（『
時
代
別
日
本
文
学
史
事
典
現
代
編
』

一
九
九
七
・
五
、
東
京
堂
出
版
）
と
い
う
状
況
が
あ
り
、
井
伏
鱒
二
、
小
田
嶽
夫
、
高
見
順
、
阿
部
知
二
、

大
江
賢
次
、
火
野
葦
平
、
石
川
達
三
な
ど
多
く
の
作
家
が
マ
レ
ー
、
ビ
ル
マ
、
ボ
ル
ネ
オ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

長原しのぶ

【
戦
局
】

▼
９
月

・
５
日
、
最
高
戦
争
指
導
会
議
、
対
重
慶
和

平
条
件
を
決
定
。

・

日
、
雲
南
拉
孟
の
日
本
守
備
隊
一
四
〇

10〇
人
玉
砕
。

・

日
、
米
軍
、
パ
ラ
オ
諸
島
の
ペ
リ
リ

15ゥ
ー
島
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
西
方
の
モ
ロ
タ

イ
島
へ
上
陸
。

・

日
、
大
本
営
、
決
戦
方
面
を
フ
ィ
リ
ピ

22ン
と
決
定
下
令
。

▼

月
10

・

日
、
米
軍
機
動
部
隊
、
沖
縄
を
空
襲
。

10那
覇
発
空
襲
。

・

日
、
米
軍
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
レ
イ
テ
島

20に
上
陸
。

・

日
、
レ
イ
テ
沖
海
戦（
連
合
艦
隊
の
突
入

24作
戦
失
敗
、
戦
艦
「
武
蔵
」
な
ど
を
失
う
）。

・

日
、
レ
イ
テ
沖
海
戦
に
海
軍
神
風
特
別

25攻
撃
隊
が
誕
生
、
特
攻
攻
撃
開
始
。

▼

月
11

・
７
日
、
ス
タ
ー
リ
ン
、
日
本
を
侵
略
国
と

演
説
。
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と
い
う
南
方
で
の
戦
争
を
体
験
し
、
そ
れ
を
作
品
化
し
て
い
る
。

一
九
四
二
年
五
月
に
は
文
学
者
の
団
結
を
目
的
と
し
た
日
本
文
学
報
国
会
が
設
置
さ
れ
、「
大
東
亜
戦
争

完
遂
、
大
東
亜
共
栄
圏
確
立
に
つ
い
て
文
学
者
と
し
て
挺
身
協
力
の
方
途
を
議
し
、
亜
細
亜
文
学
者
の
大

使
命
を
明
か
に
す
」（「
日
本
学
藝
新
聞
」
一
九
四
二
・
一
一
・
一
五
）
こ
と
を
目
的
と
す
る
大
東
亜
文
学

者
大
会
が
開
催
さ
れ
る
。
そ
の
第
三
回
大
会
は
一
一
月
に
南
京
で
開
か
れ
、「
満
州
国
、
蒙
古
、
中
国
、
朝

鮮
、
台
湾
そ
れ
に
日
本
の
代
表
者
た
ち
が
集
ま
っ
た
」（『
時
代
別
日
本
文
学
史
事
典
現
代
編
』）
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
確
か
に
太
宰
作
品
は
他
と
一
線
を
画
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
背
景

に
は
太
宰
も
ま
た
時
局
の
流
れ
に
飲
み
込
ま
れ
て
い
た
事
実
が
あ
る
。「
雲
雀
の
声
」
は
「
刊
行
間
際
の
十

一
月
二
十
八
日
夜
半
か
ら
三
十
日
払
暁
に
か
け
て
空
襲
で
印
刷
工
場
が
焼
け
」（
赤
木
孝
之
『
戦
時
下
の
太

宰
治
』
一
九
九
四
・
八
、
武
蔵
野
書
房
）、
後
に
「
パ
ン
ド
ラ
の
匣
」（「
河
北
新
報
」
一
九
四
五
・
一
〇
～

一
九
四
六
・
一
）
と
し
て
発
表
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、「
西
鶴
の
仕
事
も
一
段
落
で
、
そ
ろ
そ
ろ
魯
迅
に
取
り

か
か
ら
う
か
」（
一
九
四
四
・
二
・
二
八

小
田
嶽
夫
宛
書
簡
）
と
意
欲
を
見
せ
て
い
た
魯
迅
に
関
わ
る
仕

事
（『
惜
別
』
一
九
四
五
・
九
、
朝
日
新
聞
社
）
は
「
内
閣
情
報
局
と
文
学
報
国
会
の
依
嘱
」（「「
惜
別
」

あ
と
が
き
」『
太
宰
治
全
集
』
九
巻

一
九
九
八
・
一
一
、
筑
摩
書
房
）
で
あ
っ
た
。

「
惜
別
」
執
筆
に
お
い
て
太
宰
の
依
頼
さ
れ
た
「
独
立
親
和
の
原
則
」
は
「
一
、
大
東
亜
各
国
は
相
互
に

自
主
独
立
を
尊
重
し
互
助
敦
睦
の
実
を
挙
げ
大
東
亜
の
親
和
を
確
立
す
」（
一
九
四
三
年
一
一
月
六
日
「
大

東
亜
共
同
宣
言
」）
こ
と
を
表
し
て
お
り
、
特
に
「
大
東
亜
各
国
」
の
「
自
主
独
立
」
と
「
親
和
」
を
強
く

掲
げ
て
い
る
。
一
九
四
四
年
春
、
太
宰
が
内
閣
情
報
局
に
提
出
し
て
い
た
企
画
書
（「「
惜
別
」
の
意
図
」）

に
は
、「
周
樹
人
の
仙
台
に
於
け
る
日
本
人
と
の
な
つ
か
し
く
美
し
い
交
遊
に
作
者
の
主
力
を
注
ぐ
つ
も
り

で
あ
り
ま
す
。（
…
）
現
代
の
中
国
の
若
い
知
識
人
に
読
ま
せ
て
、
日
本
に
わ
れ
ら
の
理
解
者
あ
り
の
感
慨

を
抱
か
し
め
、
百
発
の
弾
丸
以
上
の
日
支
全
面
和
平
に
効
力
あ
ら
し
め
ん
と
の
意
図
を
存
し
て
ゐ
ま
す
」

と
あ
り
、「
独
立
親
和
の
還
俗
」
と
い
う
条
件
に
十
分
見
合
う
内
容
だ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
実
際
に

発
表
さ
れ
た
「
惜
別
」
に
つ
い
て
は
、
川
村
湊
が
「「
大
東
亜
の
親
和
」
と
い
う
課
題
に
対
し
て
の
答
え
が
、

太宰治と戦争1941-1945

・

日
、
Ｂ

約

機
、
東
京
を
初
爆
撃
。

24

29

70

・

日
、
空
母
「
信
濃
」
熊
野
灘
で
米
潜
水

29艦
に
雷
撃
さ
れ
沈
没
。

▼

月
12

・

日
、
名
古
屋
初
空
襲
。

13
・

日
、
大
阪
初
空
襲
。

18

【
社
会
】

▼
９
月

・
３
日
、
高
野
山
電
鉄
事
故
。
死
者
一
五
〇

人
。

・

日
、
仏
・
神
・
キ
リ
ス
ト
教
関
係
三
〇

30万
人
の
大
日
本
戦
時
宗
教
報
告
会
結
成
。

▼

月
10

・
７
日
、（
～
９
日
）
近
畿
・
中
部
・
奥
羽
に

台
風
、
死
者
行
方
不
明
一
〇
三
人
、
全
壊

流
出
家
屋
一
〇
〇
八
戸
。

・

日
、
渋
谷
駅
の
ハ
チ
公
像
が
銅
鉄
回
収

12の
た
め
出
陣
（
撤
去
）。

・

日
、
兵
役
法
施
行
規
則
改
正
公
布
、
満

18一
七
歳
以
上
を
兵
役
に
編
入
、
一
一
月
一

日
実
施
（
満
一
七
歳
未
満
の
志
願
も
許
可
）。

・

日
、
金
属
不
足
で
五
銭
・
一
〇
銭
が
紙

25幣
に
な
る
。
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「
支
那
の
人
を
、
ば
か
に
せ
ぬ
事
」。
こ
れ
が
太
宰
の
韜
晦
や
逆
説
で
な
い
と
す
れ
ば
、
彼
は
お
そ
ら
く

「
大
東
亜
」、
ア
ジ
ア
の
人
々
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
ま
と
も
に
考
え
た
こ
と
の
な
い
こ
と
を
表
し
て
い

る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
え
る
」
と
指
摘
し
、「
小
説
自
体
が
書
き
に
く
く
な
っ
て
い
る
時
代
に

お
い
て
、
小
説
創
作
の
た
め
な
ら
、
あ
ら
ゆ
る
チ
ャ
ン
ス
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
」（「『
惜
別
』
論
」「
国

文
学
」
一
九
九
一
・
四
、
至
文
堂
）
姿
勢
だ
と
述
べ
て
い
る
通
り
、
作
家
と
し
て
生
き
る
こ
と
、
書
く
こ

と
を
第
一
義
的
に
考
え
た
結
果
と
い
え
よ
う
。

作
家
太
宰
の
書
く
こ
と
へ
の
執
着
は
、「
私
は
、
私
の
作
品
と
と
も
に
生
き
て
ゐ
る
。
私
は
、
い
つ
で
も

言
ひ
た
い
事
は
、
作
品
の
中
で
言
つ
て
ゐ
る
。
他
に
言
ひ
た
い
事
は
無
い
。」（「
自
作
を
語
る
」「
月
刊
文

章
」
一
九
四
〇
・
九
）
と
い
う
言
葉
に
も
表
れ
て
お
り
、〈
生
〉
き
る
こ
と
と
同
義
で
あ
っ
た
。
田
中
良
彦

は
戦
時
下
に
あ
っ
て
も
小
説
や
随
筆
の
中
に
多
く
引
用
さ
れ
た
聖
書
や
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
関
心
の
高
さ
に

注
目
し
な
が
ら
、「
聖
書
か
ら
「
感
動
」（「
風
の
便
り
」）
を
得
、
そ
れ
を
作
品
の
素
材
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
で
戦
時
下
の
文
学
上
の
行
き
づ
ま
り
を
逃
れ
た
の
で
あ
る
。
作
家
で
あ
る
太
宰
に
と
っ
て
、「
一
日
一

日
を
」「
充
分
に
」「
た
つ
ぷ
り
と
」
生
き
る
こ
と
は
作
品
を
書
き
続
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。」（『
対

照
・
太
宰
治
と
聖
書
』
二
〇
一
四
・
六
、
聖
公
会
出
版
）
と
指
摘
す
る
。
一
九
四
四
年
に
発
表
し
た
作
品

に
お
け
る
聖
書
利
用
は
「
散
華
」（
ヨ
ハ
ネ
二
〇
・
二
五
）
と
「
雪
の
夜
の
話
」（
マ
タ
イ
六
・
一
二

二

三
）
の
二
作
（
佐
古
純
一
郎
編
『
太
宰
治
と
聖
書
』
一
九
八
三
・
五
、
教
文
館
）
で
あ
る
が
、
執
筆
を
計

画
し
て
い
た「
惜
別
」に
も
モ
ー
ゼ
を
中
心
と
し
た「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」が
引
用
さ
れ
る
。「
風
の
便
り
」（「
文

学
界
」
一
九
四
一
・
一
一
）
に
は
「
私
の
今
の
小
説
（
モ
ー
ゼ
の
姿
を
描
い
た
も
の
）
は
、
決
し
て
今
の

時
代
の
人
た
ち
へ
の
教
訓
と
し
て
書
い
て
ゐ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
い
つ
で
も
自
分
触
覚
し
た
感

動
だ
け
を
書
い
て
ゐ
る
の
で
す
。（
…
）
こ
の
ご
ろ
私
の
身
辺
に
ち
つ
と
も
感
動
が
な
く
な
つ
て
ゐ
た
と
こ

ろ
を
聖
書
が
救
っ
て
く
れ
ま
し
た
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、「
惜
別
」
に
も
繋
が
る
意
識
が
確
認
で
き
る
。

厳
し
さ
を
増
す
社
会
状
況
の
中
で
個
人
的
に
も
世
の
中
的
に
も
「
感
動
」
の
減
少
を
感
じ
て
い
た
太
宰

は
書
き
続
け
る
行
為
に
よ
っ
て
〈
生
〉
き
続
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
生
み
出
さ
れ
た
作
品
は
太
宰
個

長原しのぶ

▼

月
11

・
１
日
、
た
ば
こ
が
隣
組
配
給
と
な
る
。
男

子
一
日
六
本
。

・
２
日
、
新
聞
朝
刊
、
二
ペ
ー
ジ
に
削
減

（
週
一
四
ペ
ー
ジ
）。

・

日
、
日
本
野
球
報
告
会
、
プ
ロ
野
球
休

13止
を
声
明
、
巨
人
は
解
散
決
定
。

▼

月
12

・
５
日
、
年
末
年
始
、
臨
時
列
車
を
全
廃
。

・
７
日
、
日
東
海
地
方
に
大
地
震
と
津
波

（
死
者
九
九
八
人
、
家
屋
全
壊
二
万
六
一

三
〇
戸
）。

【
文
化
】

▼
９
月

・
太
宰
治
「
佳
日
」
が
「
四
つ
の
結
婚
」（
青

柳
信
雄
監
督

東
宝
）
と
し
て
映
画
化
。

・

日
、
内
閣
情
報
局
、
美
術
展
覧
会
取
扱

28い
要
綱
を
発
表
、
公
募
展
禁
止
。

▼

月
10

・
6
日
、
二
科
展
解
散
。

▼

月
11

・

日
、
文
部
省
戦
時
特
別
美
術
展
を
上
野

25で
開
催
。
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人
の
〈
生
〉
の
枠
を
超
え
て
多
く
の
人
々
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
。
一
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
津
軽
』
は
、

「
敗
戦
目
前
と
い
う
時
期
で
も
あ
っ
て
発
刊
時
の
評
判
は
あ
ま
り
な
い
が
、
昭
和
十
九
年
歳
末
の
小
山
書

店
は
、
引
き
も
切
ら
ず
に
続
く
『
津
軽
』
の
注
文
に
、
思
わ
ぬ
『
津
軽
』
ブ
ー
ム
と
ダ
ン
デ
ィ
な
店
主
小

山
久
二
郎
は
颯
爽
と
し
て
肩
を
そ
び
や
か
し
、
出
版
業
界
の
用
紙
対
策
な
ど
の
会
合
に
、
時
お
り
顔
を
出

し
て
は
用
紙
の
配
給
不
足
で
『
津
軽
』
の
増
刷
が
で
き
な
い
、
と
の
不
平
を
ぶ
ち
ま
け
て
い
た
。」（
王
花

亭
散
人
「『
津
軽
』
の
出
版
を
め
ぐ
っ
て
」「
太
宰
治
３
」
一
九
八
七
・
七
、
洋
々
社
）
と
い
う
。
戦
時
下

と
い
う
特
殊
な
時
代
状
況
の
中
に
お
い
て
も
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
む
し
ろ
巧
み
に
立
ち
回
り
な
が
ら
書
く

こ
と
に
拘
り
、
そ
の
〈
生
〉
を
貫
き
通
す
姿
勢
が
敗
戦
の
色
濃
い
時
期
に
な
お
多
く
の
作
品
を
生
み
出
し

た
と
い
え
る
。

「
惜
別
」
執
筆
準
備
に
は
そ
の
太
宰
の
あ
る
種
の
強
か
さ
が
窺
え
る
。
小
崎
道
雄
が
「
文
部
省
の
教
化
局

長
長
阿
原
氏
」
の
言
葉
と
し
て
「
こ
の
戦
争
は
思
想
戦
で
あ
っ
て
、
最
後
は
信
仰
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、

宗
教
家
の
使
命
は
重
要
で
あ
る
（
…
）
支
那
で
は
宗
教
の
内
、
真
に
働
ひ
て
も
ら
へ
る
の
は
基
督
教
の
み
。」

（「
基
督
教
研
究
」
一
九
四
四
・
九
）
と
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
の
中
国
で
は
キ
リ
ス
ト
教
を
中
心

と
し
た
宗
教
的
な
働
き
か
け
が
有
効
と
さ
れ
て
い
た
点
は
興
味
深
い
。
太
宰
が
個
人
的
な
思
い
の
中
で
聖

書
に
対
峙
し
て
い
た
こ
と
が
奇
し
く
も
国
家
の
方
策
と
合
致
す
る
面
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
を
太
宰
が
ど
れ
ほ
ど
理
解
し
戦
略
的
に
利
用
し
て
い
た
か
は
明
確
で
は
な
い
が
そ
れ
ら
の
状
況
も
含

め
て
書
き
続
け
る
環
境
に
身
を
置
き
続
け
よ
う
と
し
た
作
家
太
宰
の
姿
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。
終
戦
後
、

一
気
に
世
の
中
が
変
化
す
る
中
で
「
私
た
ち
の
魯
迅
先
生
が
生
き
て
ゐ
た
ら
、
何
と
言
は
れ
る
で
せ
う
」

（「
返
事
」
「
東
西
」
一
九
四
六
・
五
）
と
い
う
言
葉
か
ら
「
右
大
臣
実
朝
」
の
源
実
朝
や
「
駈
込
み
訴

へ
」
の
イ
エ
ス
と
ユ
ダ
へ
の
関
心
と
同
じ
地
平
に
魯
迅
も
ま
た
太
宰
の
中
に
存
在
し
続
け
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。
太
宰
は
戦
時
下
に
個
人
の
〈
生
〉
を
こ
そ
貫
こ
う
と
し
た
作
家
の
一
人
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

太宰治と戦争1941-1945

▼

月
12

・
７
日
、
映
配
、
生
フ
ィ
ル
ム
欠
乏
に
よ
り
、

七
三
一
の
映
画
館
（
約
四
〇
％
）
に
配
給

休
止
を
宣
告
。

・
太
宰
治
「
佳
日
」
が
江
東
劇
場
で
上
演
。

【
代
表
作
】

▼
９
月

・
井
伏
鱒
二
「
山
上
陣
地
」（「
新
若
人
」）

・
海
野
十
三
「
共
軛
回
転
弾
」（「
新
青
年
」）

・
三
好
達
治
「
兵
機
探
玄
」（「
文
藝
春
秋
」）

▼

月
10

・
石
川
達
三
「
空
襲
奇
談
」（「
文
學
報
国
」）

・
三
島
由
紀
夫
『
花
ざ
か
り
の
森
』（
七
丈
書

院

日
）

15

▼

月
11

・
井
伏
鱒
二
「
九
百
三
十
高
地
」（「
少
国
民

の
友
」）

・
太
宰
治
『
津
軽
』（
小
山
書
店

日
）

15

▼

月
12

・
伊
藤
整
「
父
の
像
」（「
文
藝
」

１
日
）

・
竹
内
好
『
魯
迅
』（
日
本
評
論
社
）


